
平城宮跡・平城京跡の発掘調査

平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調査部では，1 9 8 5 年度に，平城宮跡内では南面大垣や推定第二次朝堂院朝庭地

区など1 5 件( 宮北方遺跡を含む) ，平城京域内では左京二条三坊六坪，左京四条二坊三坪など左

京７件，右京７件，それに東大寺，興福寺，法華寺など寺院1 1 件，計4 0 件の調査を実施した。

以下その主な調査の概要を報告する、

１．平城宮跡の調査

南面大垣壬生門東・西地区（第1 6 5 . 1 6 7 次）の調査南面東門（壬生門）とその東西に取り付く南

面大垣の復原整備に先だち，南面大垣に関する遺椛と二条大路南北両側構の残存状況の確認を

目的として，第1 2 2 次（1 E 生門）調脊豚の東西に接する位侭に第１６５．１６７次両調査区を設けた。

両次調査で; 検出した主な遺構は，南面大垣，宮内道路，壬生門内東官街と西官問の築地および

門などである。

南面大垣s A 1 2 0 0 ＳＡ１２００は大填本体築土部・犬走り積土部などからなる。大垣本体の築

土は，基底部| 陥約２．７ｍ，残存向約０．８ｍで，地山上に整地を行ったのち，整地土を浅く掘込

承，砂質土と粘質土とを互屑に版築している。ただし，第1 6 7 次調査区中央部ではこの地業が

認められなかった。第1 6 5 次調査区では大垣本体の南北に接して版築のための堰板の抜取り痕

跡ＳＸ1 1 9 5 7 . 1 1 9 5 8 がある。南側のS X 1 1 9 5 7 は大厘本体の築土で種われ，その南側面が上の

築土の南側而と揃い，かつ上端は犬走り積土上面とほぼ合致する、第1 6 7 次調査区では堰板抜

取り痕跡の残る所と残らない所とがあり，工法に差異がある。大垣両側の犬走り部では大垣築

成時の堰板留めの添柱穴ＳＳ949 6 . 9 4 9 7（節16 5次) ，ＳＳ124 2 4 . 1 2 4 3 0（節16 7次）と，改修時

の添柱穴の可能性ある柱穴列ＳＳ1 1 6 4 5 . 1 1 6 4 7（鋪1 6 5次) ，ＳＳ1 2 4 2 5 . 1 2 4 3 1（節1 6 7次) など

を検出した。ＳＳ９４９６．９４９７は犬走り積土上而で柱痕跡または柱抜取り穴を，下面で柱掘形を

確認した。ＳＳ1 2 4 2 4 . 1 2 4 3 0 は削平のため

掘込零面は確認できなかった。ＳＸ9 4 9 4 .

9 4 9 5 . 1 2 4 3 4 は大垣構築当初の添柱穴ＳＳ

9 4 9 6 . 9 4 9 7 . 1 2 4 3 0を避けて行われた棚込

み地業である。大垣は，第1 6 5 次調査の添

柱穴の残存状況から２度の改修をうけ，う

ち１度は堰板抜取り痕跡ＳＸ１１９５７の知見

から，犬走り積土の上面にあわせて本体の

築土を削り取り，その上に０．１ｍほど南へ

寄せ版築し直すという全而的改修を受けた

可能性が強い。北雨落溝ＳＤ９４８８（第1 6 5( 鋪１６５ 平城宵跡発掘調査位侭図

－１５－
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次) ，ＳＤ９４８７（節1 6 7 次）は，とも

に遺物を全く含まず，短期間に埋め

られた可能性が高い。

二条大路ＳＦ9 4 4 0 南面大垣心か

ら１１．６ｍ南で二条大路北側溝ＳＤ

125 0 , 4 9 . 6ｍ南で南側溝ＳＤ４００６，

また南側溝のすぐ南では左京三条一

坊八坪の北面築地S A 1 2 5 1 0 とその

南北雨落溝ＳＤ１２５０６・1 2 5 1 2 を検

出した。ＳＤ１２５０は幅約３．５ｍ，深

さ約０．９ｍの素掘り満で，北岸の一

部に護岸の杭列がある。遺物は下層

から木簡・木製品と平城宮土器編年

Ｖを主とする土器が出土した。第

1 6 7 次調査区の中央付近では，S D

1 2 5 0 南岸から大路路而上を溢水の流

路ＳＤ１２３８８が分かれる。第1 6 7 次蝿ご｣ _ ) L Z 3 5 8 か分かれる。第１６７次南而大垣（壬生門西地区）発掘調査遺椛図

南発掘区で検出した南側溝ＳＤ４００６は，掘削当初の北岸の誰岸施設である杭列と板材S X

1 2 5 1 3 を残すが，後に水流で北岸が大きくえぐられる。なお，三条一坊八坪の北面築地S A

1 2 5 1 0 の両雨落溝付近からは羅城門地域での出土が目立つ軒平瓦6 7 1 1 Ａが５点出土した。

宮内道路ｓＦ１７６１大垣心から５．３ｍ北で宮内道路ＳＦ１７６１の南側溝ＳＤ４１００（第1 6 5 次）

とＳＤ１８１３（第167次) ，１３．７ｍ北に北側溝ＳＤ９４８０（第165次）とＳＤ１７６４（鮒167次）を検出

した。南側溝ＳＤ４１００は３回の改修があり，大量の瓦が出土した。北側勝ＳＤ９４８０．１７６４は

後に蝿戻され，上に築地ＳＡ1 2 0 0 0 . 1 2 4 0 0 が築造される。なお，ＳＦ１７６１上で検出した１ｍ

四方の土坑S K 1 2 0 5 0 （第1 6 5 次）からは加工木片・木簡など多くの造営関係遺物が出土した。

壬生門内東官荷・西官荷両調査区北辺で新たに築地塀で区画された官街の存在を確認し

た◎ 第1 6 5 次調査では，造構はＡ･ Ｂ２時期に分かれる。Ａ期には．字状の玉石組構ＳＤ1 2 0 0 8 .

1 2 0 0 9 . 1 2 0 1 0と３条の南北溝，Ｂ期には門S B1 2 0 0 3と．字状の玉石組溝ＳＤ1 2 0 0 5 . 1 2 0 0 6 .

1 2 0 0 7 , 築地ＳＡ120 0 0 . 1 2 0 0 1 . 1 2 0 0 2 , 礎石建物S B1 2 0 2 0などがあるnS A1 2 0 0 0はＳＤ９４８０

を埋め戻した上に築いている。S B 1 2 0 0 3 は築地の心に親柱だけを設けた棟門である。築地

内部の溝は両入隅部で暗渠により築地をぬけ，ＳＤ４１００に注ぐ。Ｂ期は溝の付け替えにより２

小期に分かれる。一方第1 6 7 次調査では３時期に分かれ，Ａ期には官衛の南面築地S A 1 2 5 0 0

があるが，残りが悪く，その規模などは不明旬Ｂ期にはS A 1 2 5 0 0 を廃し，ＳＤ１７６４を埋め

て南面築地ＳＡ１２４００を造り，ＳＡ１２４０１Ａを東面築地とするｎＳＡ１２４００北側の東面溝ＳＤ

1６
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南而大厄（て: 堆門東地区）発棚調在遺構凶

1 2 4 9 4 は東へ伸び入隅部の暗渠ＳＸ９４７９によりS D1 2 4 7 4 につながる。Ｃ期には東面築地S A

12401Aをやや西のSA12401Bに造り替える、東官簡のＳＡ12000 . 1 2 002と西官衛のSA12400

・1240 1は壬生門中l l i l I 1線をはさんでほぼ東西対称の位縦にあたる。

古墳時代の井戸ＳＥ12390 . 12394 . 12465第167次調査区の二条大路および宮内道路上にお

いて古墳時代の井戸３基を検出。巡物は完形の土師器・須恵器・砥石などが出土した。

第16 5次出土木簡ＳＤ１２５０（１．２）とＳＫ１２０５０（３．４）から36 6点が出土した。

□ ロロ， ｡ 〔ニヵ〕

（１）．□始馬依欝九〔熊〕 ( 3 ) ･分鯉脇庶升口本三尺末□仁

．□口信濃閏（93) ｘ( 19) ×４６０８１．□口四尺末三尺五寸高一丈口に203×28×４６０１１

〔郭迩ヵ〕〔 ﾉ ｼ ヵ〕

（２）上総閏□口に（5 0 ) × 1 9 × ３６０３９（４）己西郷豊口里' ' １米五斗1 7 6 × 2 6 × ４６０３３

まとめ両次調査で第二次朝堂院南方に壬生門をはさんで東西ほぼ対称の位置に確認した

２区の官徹を囲む築地は，ともに南に移しかえるという共通性をもっている。いずれも全体像

は不明であるが，その性格をある程度推測できる。( 1 ) 壬生門内東官術では，その周辺から「式」

（官簡内の土坑・包含噸) ，「式蒋」（ＳＤ４１００とSD11970の合流点）という式部省に関わる墨書の

ある土器が出土した。( 2 ) 宮東南隅の第３２次補足調査ではＳＤ４１００の下流部を中心に考課・成

選等，式部省関係が大､ |とをしめる木簡が12000点以上出土したの( 3 ) 平安宮では朝堂院前面東側

に式部省が位徹した、( 4 ) 平安宮では朝堂院前而西側の式部省と対称の位置には兵部省がある

が，第122次調査ではＳＤ１２５０の壬生門正面部分の西寄りから「兵部」「兵部厨」「兵厨」な

どと記した墨書土器，兵部省被管の造兵司の木簡が出土しているｎ以上の諸点から壬生門内東

官徹は式部省，西官衛は兵部禰である可能性が考えられようハ

－１７－
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推定第二次朝堂院朝庭地区（第1 6 9 次）の調査第1 6 3 次調査でその北半部を検出した大嘗宮巡

構の全面的調査と，朝堂院東第二堂下層掘立柱建物の有無の確認をめざして，第1 6 3 次調査区

と一部重複させながら，その南に調査区を設定した。その結果，東第一堂下層建物ＳＢ１１７４０

の南延長線上に東第二堂相当の掘立柱建物を検出することはできなかったが，３時期にわたる

大嘗宮遺構を検出することができた。主な造構は，奈良時代以前の直葬墓２，３時期の大嘗宮

遺構，それ以外の建物６，溝９，喋敷遺構１などである。

大嘗宮の遺構第1 6 3 次調査で一部を検出した大嘗宮悠紀院遺構（Ａ期）の全容を明らかに

すると同時に，それよりやや南に２時期の大嘗宮遺構（Ｂ・Ｃ期）の存在が判明した。『延喜

式』『儀式』により検出遺構が大嘗宮のどの施設にあたるかを勘案して，遺構の時期区分・規

模を記すと別表のようになる。

どの時期の造構もきわめて規格性が高いという特徴がある。Ａ期ではF 1 屋・膳屋の一郭は正
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推定第二次朝‘ 判亮朝庭地区発掘調在巡脳図

－１８－

S ８１２２３Ｚ ｰ ロ

ＳＡ１コ咽

一吋 ﾛ 引０

電争，‘
ｃｃ

‐ － ／ＳＡ１ ” 、

申z’

田

●

－５１ ｺ ［

ｌ

ｉＯ。

■

１

“

｜

■

■

■

③

A1325o。

；｡｡｡｡｡’

－ s １８０

ﾖ Ａ１Ｚ。４℃

写５１ＺＺ３３

ｅ＝回

Ｓ８１２２．９

回、

ｇＳＡ１２３１Ｅ

姉Ｎ１Ｚ］１Ｅ
Ｉ

】

|;燕:誉』

－Ｓ１９ｐ

平

《

。

。

利

も

○

r 』０両



準

車

１

１

噸

‐

蝿

‐

‐

ム

方形をなし，正殿は悠紀院を東西南北に２分する線上に，北妻

柱通りと西側柱筋をそれぞれ合わせる。Ｂ・Ｃ期では悠紀院の

南北長：東西長（Ｂ・Ｃ期) ，Ｆ１屋・膳屋一郭の東西長：南北長

（Ｂ期) ，悠紀院の東西長：正殿西側柱から東而築垣までのI l 1 I i 雛

（Ｂ・Ｃ期）がいずれも、/ ~Z ~: １という比率をとり，Ａ期の悠紀

院の南北長：東西長もこれに近い。３時期とも正殿の位腫は西

北隅の柱位置を基準に設定している。また，３時期の大嘗宮は

『儀式』『延喜式』に見えるそれとよく類似するが，とりわけ

Ｂ・Ｃ期の各建物規模・構造は『儀式』と酪似し，３時期とも

臼屋・膳屋一郭の承を区画するという方式は『延喜式」と相似

する。また，Ａ期の大稗宮は，第1 6 3 次調査で判明したよう

に，大極殿・朝堂院地区の下隔掘立柱建物群と並存する可能性

が極めて高い、一方，Ｂ・Ｃ期は四周の門がほぼ同位侭にあ

り，同一の地割計画のもとに区画設定が行われたことをうかが

わせる。そして朝議院北而築地ＳＡＯ1 0 3 心から朝堂院束第一

堂礎石建物S B 1 1 7 5 0 心までの距離（約2 4 0 尺) の２倍の位侭に

大嘗宮南門ＳＢ1 2 2 3 8 . 1 2 2 3 9 を設定している。したがってＢ・

ｃ期の大嘗宮は朝堂院が礎滴建物群に改作された後のものと考

えられる。遺物は極めて少ないが，Ａ期の勝屋西南隅の柱掘形

から杯Ｂ蓋（平城宮- | : 器細年Ⅱ) ，Ｂ期の膳屋北側柱の掘形から

高杯脚部（同Ⅳ～Ｖ) ，Ｃ期の膳屋北側柱の掘形から軒平瓦6 2 2 5

Ｌなどが出た。以上からＡ期は奈良時代前半，Ｂ・Ｃ期は後半
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大嘗宮関連遺僻規模一 ' 覧表

－２０－

に比定できる。

課題Ａ期の廻立殿は，第1 6 3 次調査で検出したS B 1 1 9 0 0 と考えられるが、Ｂ・Ｃ期に

対応するものは検出できなかった、未調査地に存在するか，あるいは大極殿間門を代用したと

いう可能性もあろう、またどの天皇の大嘗宮に比定するかという問題では，奈良時代７代の天

皇のうち平城宮で大嘗祭を行ったのは６人で，それは太政官院（乾政官院）で行った淳仁・光

仁・桓武と，場所を明記しない元正・聖武・称徳に分かれる｡ 『統日本紀』の記事から判断す

れば後者は朝堂院で行った可能性があり，今回検出した３期の大嘗宮に比定できそうである句

しかし遺物からはＢ期の辿構は神亀元（7 2 4 ）年に大嘗祭を行った聖武まではさかのぼらな

い句Ａ期は奈良時代前､ ドであるから元正ないし聖武であり，Ｂ・Ｃ期は淳仁以降の４天皇の可

能性を考えざるをえず，太政官院の性格を含め，今後に課題を残したハ

馬寮地区北方（第1 6 4 - 2 1 次）の調査伊福部門からのびる' 寓内東西道路北側溝の可能性のある

東西群ＳＤ１２３４０を検出した。奈良時代後半の土器・瓦が主で，木簡は９点（１．２）出土。

( 1 ) ．, 讃岐閏多度郡藤原郷伊口首智万I l I i 米六. ' ．（２）□ □ 1 1 1 主三四

・神心三年九月l 9 2 x 2 3 × ６６０５１二斗' 訂& 四年（1 6 5 ) × 3 5 × ９６０３３

推定第一次朝堂院東朝集殿地区（第1 7 1 次）の調査本調査は推定第一次朝堂院地区南東部にお

いて，東朝集殿の存否と朝堂院前面地域の状況調査をⅡ的とした。第1 3 6 次調査区の南，第

１４６．１５０次調査区の北に，朝堂院南而に接した主発掘区（西区）と，南面| え両東延長部の調査

区（東区）を設定し、その結果，奈良時代の遺構と古戦時代の遺構を検出したつ

奈良時代の遺構主な遺構は掘立柱塀４条，掘立柱建物５棟，満６条などで，５期に区分, 、
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遺椛変遷瞳

１期奈良時代初頭にあたり，西区で素掘りの

南北溝ＳＤ３７６５, 東区で掘立柱東西塀S A 1 2 5 4 9 と

その東端南側の- k 坑ＳＫ１２５３０がある｡

２期第一次朝堂院の区画施設の建設から奈良

時代中頃まで。四I X ではＳＤ３７６５を蝿め，約2 0 ｍ東

に素掘りの南北溝ＳＤ３７１５を掘る。これまでS D

3 7 1 5 は霊地年間に開潅以後，2 1 7 1 1 の改修をうけＡ～

Ｃの３期に分けられているが，２期はＳＤ３７１５Ａ

に対応。東区では掘立柱東西塀S A 1 2 5 5 0 が作られ

る, ､ ＳＡ１２５５０は第一次朝堂院の南面を画するﾙ ﾙ 立

柱東西塀ＳＡ９２０１Ｂと一連の凶I I 1 i 施設である、こ

の北側雨落溝ＳＤｌ２５４０は３屑に分かれ（Ａ～Ｃ) ，

ＳＤ１２５４０Ａがこの時期にあたる｡

３期第一次朝堂院の区画施設が築地塀に改作

された奈良時代後半、西区にはＳＤ３７１５Ｂ・1 2 5 6 5

がある。ＳＤ１２５６５は第１５０次調査で検出したＳＡ

５５５０Ｃの南延長上の南北築地塀ＳＡ１１１５０（本調査

区でば削平のため残存せず）の西雨落満である。東区

では第一次朝堂院区画施設の改作に伴いS A 1 2 5 5 0

第

二

次
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を築地塀に作りかえ，その南北両雨落溝ＳＤ１２５４０Ｂ・1 2 5 6 0 を掘る。ＳＤ１２５４０Ｂは古城時

代の旧流路と重複した部分に瓦積承の護岸施設S X 1 2 5 4 2 を設ける。ＳＤ１２５４０Ｂの北には掘

立柱建物ＳＢ1 2 5 4 5 . 1 2 5 5 5 が東西に南側柱筋をそろえて並び建つ。その西には掘立柱南北塀

S A 1 0 7 2 6 があるが，ＳＤ１２５４０Ｂ以南には続かない。東端には南北溝S D1 2 5 3 5 が掘られる。

４期奈良時代末頃。西区では掘立柱建物S B 1 2 6 0 1 があり，東区ではＳＤ１２５４０Ｃを掘

る。ＳＤ１２５４０Ｂ埋土上には掘立柱建物ＳＢ１２５４４が建てられる。

５期平安時代初頭。西区ではＳＤ３７１５Ｃが掘られ，束区では築地塀がなくなった上に掘

立柱建物S B 1 2 5 4 3 がつくられる。

古墳時代の遺構主な遺構は竪穴住居６棟（sＢ12605 . 12607 . 12620 . 12630．12650 . 12651 ) ，

掘立柱建物21棟（SＢ12623. 12625. 12627. 12640．12641. 12642. 12665. 12666. 12667. 12670.

12671. 12675. 12680. 12685. 12690. 12695. 12700．12710. 12721. 12727. 12742) ，塀１条，溝５条，

河川２条（SＤ110 0 0 . 1 1 0 0 1 ) ，井戸（ＳＥ127 0 7）・土坑などである。竪穴‘ 住居はいずれも隅丸方

形を呈する。掘立柱建物ＳＢ126 6 5 . 1 2 6 8 5は床束を，ＳＢ127 0 0 . 1 2 7 1 0は棟持柱をもつ向

奈良時代の遺物出土した遺物には木簡・瓦簿類・土器・木製品などがある。瓦噂類は軒丸

瓦1 7 2 点，軒平瓦1 2 8 点などで，西区では平城宮軒瓦編年第１期の軒瓦が全体の約５割，第Ⅱ

期が約１割，第Ⅲ期が約３割をしめる。東区では第Ⅲ期の軒瓦が約半数をしめ，軒丸瓦では第

Ⅱ期，軒平瓦では第１期がそれに続く。木簡は西区のＳＤ３７１５から2 7 点（１．２) ，ＳＤ３７６５

から４点，東区のS K 1 2 5 3 0 （３～５）から２１１点出土した。

（２）散位寮ロロ( 1 ) ・工石床月米五斗八升七月料者（7 5 ) × ( 1 4 ) × ２６０８１

・八月上半月料三斗「□ 」1 6 7 × 2 6 × ５６０３２

( 3 ) 〔鵠野朝臣慶人６０９１６０９１（４）口里弓削子首□６０９１（５）受財I i i i

古墳時代の遺物河川ＳＤ1 1 0 0 0 . 1 1 0 0 1 から土器・土製品（円筒埴輪・家形埴輪）・木器・鉄

器などが出土した。とくに多量に出土した土師器は布留式～須恵器出現後の時期にわたる。

S D1 1 0 0 1 からは，確実に須恵器が出土するが，量はごく少ない。

まとめ今回の調査で束朝集殿の存在を確証する遺構は検出しなかったが，第一次朝集殿

東南部の区画に関して，これまでの推定を改めるべき新たな知見をえることができた。すなわ

ち，朝堂院南面塀ＳＡ９２０１Ｂは東面塀ＳＡ５５５０Ａの東に延びてS A 1 2 5 5 0 と連続することが

明らかとなった。後者はさらに東へ延び第二次朝堂院南面区画に連続することはほぼ確実であ

る。そしてＳＡ５５５０Ａ以東にあると考えていた，掘形の承で柱のたたないＳＡ９２０１Ａに対. 応

する柱穴は確認できなかった。奈良時代後半には第一次朝堂院の区画施設は築地塀にかわり，

それに伴いS A 1 2 5 5 0 も築地塀に改作している。後にＳＤ３７１５の迂回燐ＳＤ１０３２５Ａは斜行

溝ＳＤ１０３２５Ｂにつけかえられ，築地塀と重複する部分には，掘立柱東西塀S A 1 0 3 1 0 を建て

る。このように奈良時代の前・後半とも，第一次朝堂院の南面の塀は東面塀をこえて東に延

び，第二次朝堂院との中間地区を閉塞していたことが明らかになった。（館野和己）

－２２－



古墳時代河川ＳＤ1 1 0 0 0 . 1 1 0 0 1 出土の木製品第1 7 1次調査で検出した河川跡ＳＤ1 1 0 0 0 .

1 1 0 0 1 から多くの木製品が州土したので，その主要なものについて実測図を掲げ紹介する。木

製品に共伴していた多並の土器は，平城宮第二次朝堂院東朝集殿下階検出の河川跡S D6 0 3 0 か

ら出土した土器群（鮒48次調五・『平城宮発掘調査報告Ｘ』で既報告）に酷似した内容を示し，古戦

時代前期から中期にかけての時期に属するのこれは，平城宮に北接する奈良山丘陵南縁一帯

に，大規模な前方後円墳群一佐紀盾並古墳群が継起的に形成された時期に重なる。

出土した木製品の種類は武器・武具（楯．短甲．弓．〃剣装共) ，厨房具（竪杵．槽．五足盤．火

鍛臼など) ，農耕具（鍬・鋤・木錘など) ，工具（鉄斧柄) ，祭肥具（〃形など) ，建築部材（柱. 梯子）

など多岐にわたる｡ なかでも注目されるのは楯（2 2）である、長さは約１ｍ，左右を欠き，現

存幅約１５ｃｍをはかる句モミの板I : |材を削り込んで甲盛り状とし，裏を浅くくぼませる。表に

は墨様の顔料を幅広い帯状に確布し，その部分に横方向のケビキを等間隔に入れている。全面

に刺し縫いの痕跡が残るが，蝦を雄った部分ではケビキと重なり，塗り残した部分では他より

も密に施されている句褒面に把手の痕跡と細長いあて板の痕跡がある。把手の場所だけ窓をあ

けており，補強のために二次的にとりつけたものと承られる。この楯は片手に持って戦闘する

持楯と考えられ，古墳時代の木製の楯として確認できる稀有な例である。短甲（４）はヤナギ

属（？）の厚手の板材を削り込んでつくったもので，左脇部分の断片。側縁近くの４か所に紐

を通す孔がある。別個につくった前胴と後胴を，紐で綴じ合わせて着用したことを示すもので

ある。表而に彩文の痕跡はないが，装飾に関わると承られるものに，上縁沿いに２列，下縁沿

いに１列，中央に２列穿たれた小孔列がある。これは鉄製短甲の綴じ合わせを表現したものだ

ろう。また脇の下の弧形の切り欠きに沿った部分を一段高く削り出しているのも，鉄製品の模

倣と思われる。１は刀剣装具の一つで，表裏２枚の鞘身を結合する機能をもつ鞘口装具。鞘口

側が太く柄側が細い，楕円錘台形をなす。全体の５分の１ほどの断片であるが，復原すると長

さ３ｃｍ，鞘口での幅９ｃｍ，厚さ６ｃｍになる。外周面に線刻文が施されているが，文様の全容

は不明。全面に黒漆を途り，線刻部分に水銀朱を塗る。２．３は鞘装具。２はヒノキ，３はス

ギでつくった半身の材で，２は内面の利り形から剣鞘とわかる。長さが31ｃｍ，幅は４．５ｃｍあ

り，身の上下端に, 身よりも一まわり太く，鞘口と雛を削り出している｡, 4の五足盤は, ケ

ヤキの材を横木取りに加工した浅い器で，断面が三角形状の，外方に湾曲する足部がつく。一

木から削り出したもので，１雌概は使用していない。全体の２分の１ほどの断片で，足は現在２

か所に残るが，盤が正円形とすると，ちょうど５足に復原できる。この盤は古填から出土する

石製の盤とよく似ている。農耕具には平鍬（15) ，膝柄股鍬（16) ，一木鋤（19）など各種のもの

が数多くある句１８は身と柄を別木でつくる組合せ鋤の身であるが，通常の鋤身と異なり，肩部

が片方にしかつくられていない珍しい例。これらの農耕具はいずれも堅級な常緑のカシ類柾目

材を加工したもので，鉄製の刃先の装着部をもたず，刃先まで木製である｡また、すべて完成

品であり，製作の途中にある未製品は含まれていない｡ （井上和人）

－２３－
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○ ○ ○ 前年度までの調炎地点

2 ．平城京跡の発掘調街

0

164- 2

陵搾撚

。今年度の調炎地点

（数字は削笠次数）

－２６－

、、詞一．

●

●

０

!●

木取山古噛発掘調査遣椛図

0

平城京発掘調査位侭図

左京一条二坊（木取山古墳第1 6 4 - 6 次）の調査民家建設

に伴う事前調査。想定される墳丘前方部の西辺（北トレソチ）

と西南隅（南トレンチ）の２箇所を調査した。北トレンチで

は，耕土直下が平坦な地山で，この地点が戦丘上にあたるこ

とを確認した。南トレンチでは，現地表下約１ｍで，墳丘を

削って濠を埋めたと思われる奈良時代の整地土を検出した。

その下には地山上に周濠内堆積土と考えられる暗褐色) Wi 土

（厚さ１０ｃｍ）がある句地山上而には，拳大の石が散在してお

り、鎌石が転落したものであろう．木取山古壌関係の調査は

６回目にあたり，以上の結果は，図示した墳丘・周濠復原案

と矛盾はない。但し，検出した部分は，いずれも底に近い部

分であり，元の壌形はひと回り小さい規模であったと思われ

る。なお, 京条坊などに関する遺構は全く認められなかったｃ

l 蒲

瞳害戸i 》二



左京九条三坊十坪（第1 6 6 次）の調査配送センター建設に伴う事前調査ｏ調査地は十坪の束半

にあたるｏ付近の調査例としては，西南隣接地における束堀河の調査（第1 4 1 - 2 3 次）があり，

東堀河の一部と，九条条間路にかかる橋脚を検出している。今回の調査で検出した主な遺構は

掘立柱建物4 0 棟，塀1 4 条，井戸４基，土j 旅３基，道路３条，溝７条である。これらの遺構は，

重複による前後関係や伴出遺物および建物間隔などによってＩ～Ｖ期に区分できる。各時期の

年代は，出土土器から推定して，おおむねＩ期が奈良時代前半，Ⅱ期が奈良時代中頃，Ⅲ期が

奈良時代後半，Ⅳ期が奈良時代末頃，Ｖ期が平安時代初頭頃に比定できる。

Ｉ期この時期には，九条条間路と十・十五坪坪境小路およびﾙ ﾙ 河が形成されている。九

条条間路ＳＦ２３５１は路面と北側満ＳＤ２３５２を検出した。路面には砂利敷等の舗装の痕跡はな

い。北側溝には北から流入する溝ＳＤ３６２１があり，北側溝の北に沿う築地が存在した可能性

がある。十・十五坪坪境小路ＳＦ３８００は路而幅約３ｍで，その東西に素掘りの側溝（東側満

s D3 8 0 2 ・西側群s D3 8 0 1 ）を伴い，両側溝間心心距離は５．５ｍである｡ ｌ区北辺にＳＢ３７６０と

S B 3 8 5 7 が北廟と北側柱の柱筋を揃えて東西に並び，Ⅱ区中央ではＳＢ３７５２とＳＢ３７３９が恐

らく中軸を揃えて南北に並び，東西塀ＳＡ３７５４で両者が区分される。これによって，Ⅱ区中

央は1 6 分の１町の宅地が，Ⅱ区北辺には1 6 分の１町もしくはそれ以上の宅地が推定できる。Ⅱ

区南半ではＳＢ３６８０とＳＢ３６６８が東西に並び，南辺にはＳＢ３６６０とＳＢ３６６１が東側柱をそ

ろえて南北に並ぶ。これら２組の建物群はかなりのN i 雛をおいて存在するものの，その中間に

ＳＢ３６７０とその建替えのＳＢ３７７２が存在することもあって，宅地区分を明らかにしがたい。

Ⅱ期１期の建物・塀を全て撤去し，東西に細長い宅地割で新たに建物を建てた時期であ

る。宅地割は東西塀ＳＡ３６６２とS A 3 7 3 0 ，東西溝ＳＤ３７５０により，Ⅱ区中央と北辺にそれ

ぞれ，ほぼ1 6 分の１町の区画となる。Ｉ区の南辺も同規模の宅地割が推定できる、建物配置に

ついては，まずn区中央では，西よりに建物ＳＢ３７４０．３７５１を雁行させておき，中央に総柱

の倉庫風建物ＳＢ３７３６と井戸ＳＥ３７２０をおいて，その間を南北塀ＳＡ３８４１で区切る。主屋

はＳＢ３７３６の東に推定できよう。ⅡI ﾒ : 南半北寄りの宅地では，中央近くにＳＢ３６６７．３６６９を

南北に並べ，西半部を空間地とする。Ⅱ区北辺では西よりに井戸ＳＥ３７５５を設け，その北と

西に建物ＳＢ３７６３．３８５０を配する。ＳＢ３７６３の南側柱には東西塀ＳＡ３８５２が取りつき，東

に延びる。宅地の東北よりには総柱の倉庫風建物ＳＢ３７６４があり，その南に主屋が想定でき

よう。Ⅱ区南辺では，西よりに建物ＳＢ３６６３をおき，その西に目隠塀S A 3 7 2 1 を設ける。こ

の宅地の主屋は東半部に推定できよう。

Ⅲ期この時期はⅡ期の建物を全面的に撤去し，新たに建物を建てている。宅地割では，

Ⅱ区南半ではⅡ期の地割りを踏襲するが，Ⅱ区中央とⅡ区北辺では新たに3 2 分の１町の区両が

出現する。まず，Ⅱ区中央ではＳＡ３７３０を廃してその位侭に道路ＳＦ３７００を設け，これと道

路ＳＦ３７０５．３７１０を鍵の手に連結して宅地を３２分の１町に分割するの西半部の北限はⅡ期の

東西溝ＳＤ３７５０を踏襲し，束半部は北を新設の道路ＳＦ3 7 1 0 , 南を新設の東西塀ＳＡ３７３１で

－２７－



画す。Ⅱ区北辺の宅地もほぼ中央部に南北塀S A 3 8 5 5 を設け3 2 分の１町に分割する。建物配

澄をみると，Ⅱ区北辺西半部の宅地では井戸ＳＥ３７３５があり，その北と西に東西陳と南北棟

建物を錐の手に配徹している、井戸ＳＥ３７６５は北側の別個の宅地に属するのであろう。Ⅱ区

中央西半部の宅地も類似した配置で，ともに東西棟が主屋，南北陳が副屋と推測できるのⅡ区

中央西半部の宅地では，道路ＳＦ３７０５に面して門ＳＢ３８５８を開く。井戸ＳＥ３７２０は道路ＳＦ

３７０５にの建設に職伴って東半部の宅地に取りこまれる。Ⅱ区南半の北寄りの宅地では，中央部

南辺に２棟の建物を鍵の手に配侭し，東北にやや離れて倉庫風の建物を縦く。

Ⅳ期Ⅲ期の宅地割を踏襲し，Ⅱ区北半の建物を建替えた時期で，Ⅱ区南半の建物・塀は

そのまま存続していたと思われる今Ⅱ区北半の西半部の宅地では，井戸ＳＥ３７５５の北西に２

棟の建物を鍵の手に配侭する。Ⅱ区中央の西半部の宅地でもⅢ期の建物位侭をほぼ踏襲して，

２棟の建物を鍵の手に配し，さらに１棟増加され, ､ 計３棟となる。

Ｖ期この時期はⅣ期の建物・塀などはすべて廃絶している、建物はＳＥ３７５５の東と南

に鍵の手に配侭し，ＳＢ３７５３の南西部はＬ字形の塀ＳＡ3 8 3 8 . 3 8 3 9 で囲み，ＳＥ３７５５の北西

部も同様の塀ＳＡ3 8 3 0 . 3 8 3 1 で囲う。この時期には他に遺構がなく閑散とした状況となる。

まとめ今回の調査では，従来文献史料の上でだけ存在が予測されていた3 2 分の１町の宅

地をはじめて確認した。このほか宅地割の変進では，Ⅱ期に確実な1 6 分の１町宅地が少くとも

２区画は確認でき，二行八門制による宅地分割が行われていた可能性が高く，また出土土器か

らぷて，１６分の１町宅地がこれまでの事例より古く奈良時代前半に遡る可能性もでてきた。Ⅲ

期における3 2 分の１町宅地の存在は，平安京で定着する四行八門制の宅地がすでに奈良時代に

おいて，実態として各所に存在していたことを推測させる, ､ 建物規模は大半が桁行３間，梁行

２間で柱間寸法が５～７尺の小規模なもので，とくに3 2 分の１町宅地ではⅢ期で２棟，Ⅳ期で

は３棟であって，月借銭解に悪える写経生クラスの建物規模は，この程度であったと承るべき

であろうハ奈良時代後半の1 6 分の１町宅地には，これまで事例の知られていない倉庫風の総柱

建物を検出した, ､ 宅地内の建物構成を知る上で重要であろう。最後に，Ⅱ期に属する井戸ＳＥ

３６１５の側板の伐採年代が年1輪年代測定によって養老５年（7 2 1 年）と与えられたことも重要な

成果である。もし伐採後まもなく井戸に使用されたとすれば，先に推定したⅡ期の年代とは合

わなくなる。今後の検討課題となろう。（千田剛道）

左京九条三坊十坪出土の新羅製印花文壷調査地のＩ区中央部灰

褐土土器溜から，新羅の陶質土器１点が，８世紀後半の土器と

ともに出土した（奈良隠立文化財研究所編『平城京左京九条三坊十

坪発掘誠i 報告』1 9 8 6 参照) 。撞体部の小片で，外面は縄簾文と

製略文のスタンプ。胎土には砂粒多く，焼成堅級◎ 色調は灰黒

色で，外而に灰緑色の自然軸毎上下長４．３ｃｍ。８世紀の新羅製

土器は，京では類例なく，宮内で緑軸１点がある｡ ( 田辺征夫）

－２８－

新羅製印花文壷
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右京八条一坊十三・十四坪（第1 6 8 次）の調査大和郡山市北部清掃工場の周辺整備事業に伴う

事前調査。今回は十三坪の北西から十四坪南西にかけての部分を調査したの検出した主な遺構

には掘立柱建物5 8 棟，掘立柱塀1 6 条，坪境小路１条，井戸1 0 基，土器埋納遺構1 0 基のほか，多

数の土坑・溝がある、

十三坪の遺構大きくＩ～Ⅲ期に分けることができる。

１期は，東を南北方向の道路で画し，坪の４分の１を一体とする地割で，最も整った建物配

置をもつ。主屋は東西棟建物（身舎５間× ２間北順付き）で，この北の東西に２棟の南北棟建物

をほぼ対称におき，．字形配侭とする｡ さらに主屋から南に離れて東西棟建物（身舎３間× ２間

南廟付き）があり，西北に総柱建物２棟と西辺に４棟の南北陳建物がある。この時期には井戸

２基を伴っている。

Ⅱ期は塀および南北群によって，先の４分の１町が４分割されて1 6 分の１町を単位とする４

区画に変わる。主屋と副屋からなる２ないし３棟の建物と井戸１基が基本的な構成となる。

Ⅲ期は地割の南北溝が廃され，８分の１町を単位とする東西に横長の２区画となる。北半の

区画は主屋・総柱建物，南半の区画は主屋・副屋・総柱建物からなり，各煮井戸が付属する。

以上の進構の年代は，１期が８世紀前半～中頃，Ⅱ期が８世紀中頃～後半，Ⅲ期が８世紀後

半～末と考えられる。

十四坪の遺構大きくＩ～Ⅳ期に分けることができる。坪境小路と南北両側溝は２時期あ

り，１期は古い小路が，Ⅱ～Ⅳ期には新しい小路が対応する。

Ｉ期には，坪境小路と- ' 一三坪．－' 一四坪との間はそれぞれ築地で区画される。十四坪は南北方

向の築地によって東西に二分され，坪内には４棟の建物が点在する。

Ⅱ期は区画施設が塀に変わり，３２分の１町という小規模な宅地となるの一つの宅地は，東西

約2 7 ｍ，南北1 2 ～1 5 ｍと東西に細長い。宅地内の西端に南北棟建物１棟（４間× ２間束廟付き）

およびその東に井戸１基がある。

Ⅲ期はⅡ期と地割に大きな変化はなく，宅地内の建物構成が若干変化する。東南の宅地では

東西棟建物２棟が南北にならぶ構成となる。この建物群の西側には，２間× １間の小型建物が

あり，建物の内部の南寄りに胞衣壷を埋納した円形の土坑がある。この建物は産屋ではないか

と考えられる。また，西北の宅地では宅地が北へ広がり，東西棟建物２棟が建つ。

Ⅳ期は坪を東西に二分する区画施設が素掘の側溝を伴う道路に変わる。宅地内には南北棟掘

立柱建物２棟が存在するの承で，この時期には建物密度が全体に薄くなる。

これらの遺構の年代は，１．Ⅱ期が奈良時代前半，Ⅲ期が奈良時代中頃，Ⅳ期が奈良時代後

半と考えられる。

出土遺物坪境小路両側溝，坪内を区画する溝，井戸などから多数の土師器・須恵器・瓦

のほか斎串・曲物などの木製品，和同開弥・神功開雷・富本銭，鉄釘・鉄鋭。鉄匙などの金属

製品，石帯・砥石などの石製品，土馬・フイゴ羽口・トリベなどの土製品が出土した。この他

－３０－



画

圃

一

画

響

に羊形硯. 漆紗冠. 海獣葡萄鏡がある。樹木銭は十四坪東北の縦板組井戸内から出土〈､ 直径２．４７

ｃｍ，重さ4 . 1 5 9 で、方孔の上下に「富」「木」の字を配し，左右に各を７個の珠文を侭く。

まじないに用いられた厭勝銭と考えられる。出土例には左京二条三坊ＳＤ６５０ＨＩ土品がある。

土器埋納遺構出土遺物今回検出された1 0 基の土器埋納遺構は，出土遺物によって大きく次

の３種に分けられる。①土器だけを埋納するもの, 、土師器皿や護を係3 0 ～5 0 ｃｍの円形土坑に

埋納する。皿には煤が付着している。②土器と銭貨などを埋納するもの。十三坪では，径１５

ｃｍの円形土坑に土師器皿４枚以上とともに，和同開弥3 2 枚以上，ガラス小玉６点以- 1 食，金箔

片を納めていた。また十四坪では怪4 0 ｃｍの円形土坑に土師器皿と金納を納めていた｡ これら

は地鎮遺構と考えられる。③胞衣壷。十四坪で，小土坑に納められた鍍恵器杯のなかから和同

開弥５枚と墨が発見された。文献史料や民俗例から窺える奈良時代前半

産育習俗の一つである胞衣壷と考えられる。

まとめ今回の調査では, ５６００，２という広い面積を調

査できたため，坪内の宅地割や土地利用の詳細を明らかに

することができた。まず十三坪では４分の１町→1 6 分の１

町→８分の１町と変遷する。とくに1 6 分の１町の宅地割は

方形であって，従来から知られていた横長の宅地割と異な

る分割方式が明らかになった。１期は．字配侭の建物を中

枢にして，多数の付属建物を伴っており，官術的な色彩が

強い。Ⅱ期．Ⅲ期は，鉄鋭･ フイゴ羽口・トリベ･ 砥石等の出

土遺物や，調査全域に炭化物が多鐙に検州される状況から

患て, 金属工房およびそれに関わる者の宅地と考えられる。

つぎに，十四坪では，Ⅱ期・Ⅲ期に3 2 分の１町宅地を検出

することができた。３２分の１町宅地は，左京九条三坊十坪

（第1 6 6 次調在）の例に次いで２例日となる。今回は掘立柱

塀で囲まれた４区画を確認した。宅地内の西に南北陳建物

が建ち，東に井戸をおく構成が基木になっている。十四坪

南半については，３２分の１町という小形の宅地割が承られ

ることや，胞衣議・産屋の存在などから，居住空間とみてよ

いだろう。ただし，規格的な宅地割や建物構成など, 一般の

宅地と考えることにはなお若干問題が残る。また，十四坪

北半で行なわれた過去２回の調査では，焼土坑や漆付着土

器･ フイゴ羽口・トリベなどがふられ，金属工房や漆工房の

存在が推定されている｡ 十四坪の全体的な性格については，

未調区査における今後の調査成果に待ちたい。（千ｍ剛道）
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3 ．平城京内寺院の調脊

本年度は，東大寺，興福寺，法華寺，海竜王寺，西大寺，唐招提寺，秋牒寺の寺域内で，建

物建設等に伴う事前調査を実施した。このうち，西大寺と海竜王寺での調査の概要を述べる。

西大寺旧境内の調査西大寺境内の防災施設工事に伴う郡前調査。条坊では右京一条三坊六坪

に該当し，四王院推定地の西南隅にあたる。奈良時代の遺構は，掘立柱塀１条，掘立柱建物１

棟などである。ＳＡＯ１は2 . 1 ｍ（７尺）等間で，３間分を検出した。ＳＢＯ２は梁間２間，桁行は

１間以上，柱間はいずれも１．８ｍ（６尺）であるｎＳＡＯ３は東西にのびる地業風の整地層で，

築地の可能性もある。この他に，近世の野井戸，中近1 1 t の土坑，近世以降の池とその導水路な

どを検出している。池埋土中からは「頼琉」と墨書する土師器灯火器、I l i l f 丸施（6 2 8 1 Ｂ型式) ，

軒平瓦（6 7 3 2 Ｋ型式) ，噂などが出土している。

海竜王寺北辺（第1 6 4 - 1 4 . 2 4 次）の調査海竜寺の北辺２箇所で調査を行った。

第1 6 4 - 1 4 次の調査住宅新築に伴う薪前調査。現地表下7 0 ～8 0 ｃｍで暗灰色砂質土に達し，

その面で拳大の自然藤- | - 数個を集めた中1 M: 頃の集石遺構を検出した『、さらにその下2 0 ｃｍに黄

灰色Ⅲi I i 土の地山面があり，この面で幅１．２ｍ，深さ３０ｃｍの東西溝を検出した。溝からは人頭

大の安山岩や，而取り加工した凝灰岩断片，瓦，噂など奈良時代の遺物が出土した。この東西

溝は，既調査（第８２－８次．９５－２次）で‘ 倹出したS A 1 1 4 0 に連続すると考えられ，法華寺およ

び海竜王寺の両旧境内の北辺を東西に走る左京一条間路の北側溝に該当すると思われる句

第1 6 4 - 2 4 次の調査店舗新築に伴う事前調査、調査地は海竜王寺北東端付近にあたる。当調

査区の西ではかって東西道路（側溝心心間' 5 ｍ- 5 0 尺一節９５－２次）が検出されており，今回の調

査ではその北側溝ＳＤ１１４０を確認したｎＳＤ１１４０は幅２ｍ，深さ６０ｃｍの素掘溝で，溝蝿土

から奈良時代後半～末の土器，軒丸瓦6 3 1 9 Ａ・6 2 8 2 Ｂａ型式が出土した。（千田剛道）

海竜王寺北辺発掘調査位箭図
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遺跡・調j f 次数

平城桝鮒1 6 4 - 1 次

平城京館1 6 4 - 2 次

平城京第1 6 4 - 3 次

平城京節1 6 4 - 4 次

平城京節1 6 4 - 5 次

平城京第1 6 4 - 6 次

平城京鋪1 6 4 - 7 次

平城京鋪1 6 4 - 8 次

平城宮館1 6 4 - 9 次

平城京鋪1 6 4 - 1 0 次

平城京第1 6 4 - 1 1 次

平城京鋪1 6 4 - 1 2 次

平城満鋪1 6 4 - 1 3 次

平城京節1 6 4 - 1 4 次

平城戚節1 6 4 - 1 5 次

平城京鋪1 6 4 - 1 6 次

平城宮第1 6 4 - 1 7 次

平城寓館1 6 4 - 1 8 次

平城京館1 6 4 - 1 9 次

平城禰鋪1 6 4 - 2 0 次

平城富第1 6 4 - 2 1 次

平城ﾙ （鮒1 6 4 - 2 2 次

平城京鮒1 6 4 - 2 3 次

平城京第1 6 4 - 2 4 次

平城京第1 6 4 - 2 5 次

平城宮節1 6 4 - 2 6 次

平城京第1 6 4 - 2 7 次

平城京鋪1 6 4 - 2 8 次

平城宮第1 6 4 - 2 9 次

平城京第1 6 4 - 3 0 次

平城宮第1 6 4 - 3 1 次

平城宮節1 6 5 次

平城京第1 6 6 次

平城宮節1 6 7 次

平城京鮒1 6 8 次

平城寓節1 6 9 次

平城腐鋪1 7 0 次

平城宮節1 7 1 次

西大寺次数外

麿招提寺次数外

1 9 8 5 年度平城宮跡発掘調在部調在一覧

調在期間

8 5 . 3 . 2 9 ～４．１５

８５．４．９

８５．４．１５～４．１７

８５．６．６～６．１１

８５．６．２７

８５．７．１～７．５

８５，７．６～７．１０

８５．７．１６～７．２２

８５．８．１

８５．８．１９～８．２２

８５．８．２０～８．２９

８５．９．２６～10 . 1 8

85 . 1 0 . 2 1～10 . 2 3

8 5 . 1 0 . 1～１０‘ ２０

８５．１０．７～１０．８

８５．１１．１１～１１．１３

８５．１２．９～１２．１２

８６．１．１３～１．１６

８６．１．２０

８６．１．２７～１．２８

８６．１．２７～１．２９

８６．２．３～２．５

８５．２．６

８６．２．１２～２．１３

８６．２．１７～３．６

８６．２．１８～２．１９

８６．２．２４～２．２５

８６．２．２８～３．４

８６．３．１１～３．１５

８６．３．１７～３．２０

８６．３．２４～３．２５

８５．３．１５～８．１４

８５．４．２２～７．２５

８５．６．２６～1０．３

85. 7. 10～86. 1. 27

８５．１０．１～1２２６

８６．１．２９～２．１５

８６．１．７～４，２６

８５．９．１３～９．２１

８５１２３～1 ２．４
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Ⅱ

備考

窟北而大垣

秋篠寺境内

典補寺旧境内

東大寺西面大垣

右京一条北辺四坊五坪

左京一条二坊（木取山古城）

右京一条二坊八坪

左京四条四坊八坪

馬案地区北方

右京八条一坊十三坪

左京四条二坊三坪

左京二条三坊六坪

大膳職地区北方

海竜~E 寺北辺

法華寺旧境内

右京六条二坊・六条大路

大膳職地区北方

宮北方遺跡

東大寺旧境内

鳩察地区北方

, 鳴寮地区北方

左京一条三坊三坪

法華寺旧境内

海竜王寺北辺

庄京二条六坊十一・十三坪

宮北方遺跡

法華寺旧境内

右京一条二坊一坪

佐紀池西岸

右京一条二坊八坪

宮北方遺跡

宮南面大垣壬生門東地区

左京九条三坊十坪

宮南面大垣壬生門西地区

右京八条一坊十三・十四坪

推定第二次朝蝋院朝庭地区

大膳職地区東南

推定第一次東朝集殿地区

西大寺境内

唐招提寺東門

調在地区
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